都市計画実習防災班

防犯パトロールマニュアル
1. 活動概要　　

週2回、児童の下校時に当番制でパトロールを行い、それを日誌という形を通して保存し、今後の対策に生かす。
2. 目的　　　　
児童の下校時における安全を確保する　　　

A地区で希薄であった人と人との交流を深める
パトロール日誌により学校内の情報共有を図る
3. 対象　　　　
A小学校に通う児童を持つ保護者と学級担任を持つ先生

4. 活動単位
児童が所属するクラス

5. 活動周期
現在、A小学校には25のクラスがある。週に2回の活動なので、月に約８回、３ヶ月に約24回パトロールをすることになる。よって、クラス単位で考えると、3ヶ月に1回と当番が回って来ることになる。
すなわち、学期に約1回のペースで1人の保護者・クラス担任に当番が回って来る。

6. 活動内容        
日時はあらかじめ学校側が指定する。

保護者がやむを得ない理由でパトロールに参加出来ない場合は、あらかじめ代わりの者を見つけておくこと。

    6年生から順番に当番が回って来るため1世帯で複数の児童が在学している場合には、１人の児童のクラスのパトロールに出席するだけ良い。

　 
＜保護者＞

１．児童の下校時間に学校に集合。
    　　担任から腕章を受け取る。
　　２．5〜8人のグループに分かれ、防犯mapに基づいて指定された区域をパトロールする。
    ３．パトロール終了後、もう一度学校に戻って担任からパトロール日誌を借り地区ごとに分けて記入する。
    ４．パトロール中に不審者を発見した際は、学校にメール・電話等で連絡する。

    　　子供と一緒にパトロールしても良い。

＜クラス担任＞

　　１．腕章を保護者に配布する。

　　２．防犯Mapに基づいて決められている区域の中からその日パトロールすべき区域を保護者に指定する。

　　　　保護者から不審者発見等の報告があった場合は必要に応じてあめシステムを使って保護者・警察に連絡する。

　　３．保護者がパトロールから帰って来たらパトロール日誌を渡し、記入してもらう。

    ４．必要であれば防犯地図に印をつけた後、パトロール日誌を次のクラスの担任に渡す。

７．活用
　　パトロール日誌はPTAの安全委員会が地区ごとにまとめ、問題点を防犯連絡協議会で問題提起や要望として反映させる。
